
技術の特徴
・ DNAマイクロアレイを用いることで、数千～数万種規模の遺伝子発現を同時に観察できる。
・ 脂質代謝系だけでなく、他の代謝系遺伝子の発現変化も捉えられ、網羅的な解析が可能。
・ 一サンプルに一枚のマイクロアレイを使用することで、個々の条件における食品成分の作用

の比較が容易になる。

研究の内容

今後の展開
マイクロアレイを用いることで食品成分による遺伝子発現量の変化が認められたものにつ

いて、さらにリアルタイムPCRなどの手法により詳細な解析を行う。
食餌油脂の量や種類による脂質代謝への効果に加え、大豆イソフラボンなどの食品中の機
能成分や他の成分との組み合わせによる相乗作用、それらの食品成分による肥満などの病
態モデルに対する効果についても解析を行う予定である。
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機能性
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遺伝子A 100 150 1.5
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異なる食餌条件で飼育した動物から脂質代謝
が盛んな臓器を採取し、抽出したRNAを用いて
マイクロアレイにより各種遺伝子発現量をスク
リーニング的に測定する。
食餌条件間で比較すると、どの遺伝子の発現
量に差があるかが分かり、食品成分による遺伝
子発現への作用を特定することができる。

例：高脂肪食と低脂肪食での比較
ソフトウェアによる解析
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